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「柳津町経営状況把握調査」報告書 

 

１ 調査の目的 

本調査は、経営発達支援事業の一環として、地域内の事業所の経営動向・景気動向に関

する情報を体系的に収集し、岐阜県内、全国等との比較をベースとした分析により、柳津

町内の特徴を抽出・分析し、情報提供を行うため実施した。 

 

２ 調査の内容 

（１）調査項目 

   業種、景況感（短期及び中期）、経営課題（売上/利益動向、財務動向、人材動向、事

業継承動向等）、その他 

   全国レベルでの事業者向けの経済動向の調査や、岐阜県商工会連合会が実施する「第

１５２回 中小企業景況調査（景況調査）」などの調査と比較できる調査体系とした。

なお、下記（２）及び（３）の理由から、両者を単純に比較することは、やや整合性を

欠くが、調査体系の統一上、景況調査との比較を行った。 

（２）調査企業数 

   １０年間で延べ数として全企業から回答をいただけるレベルとして６０事業所を調

査した。なお、調査対象事業所は業種の偏りなどを排除するため、地域内の業種構成を

勘案し次のとおりとした。 

     製 造 業 １４企業   流通販売業 １９企業 

     飲 食 業 １４企業   サービス業 １３企業 

   比較対象となる「景況調査」は、建設業も調査対象としているが、柳津町は建設業者

が少ないため調査対象から除外している。また、本調査の流通販売業には小売業の外、

卸売業を対象としている。さらには、本調査の飲食業とサービス業を合わせたものが、

景況調査のサービス業に分類されている。 

（３）調査対象期間 

   実績は平成２９年１月から６月（「上半期」）を対象とし、見通しは同７月から１２月

（「下半期」）とした。 

   なお、比較対象となる「景況調査」は、平成２９年４月から６月の実績を「今期」と

し、同年７月から９月の見通しを「来期」としている。このため、本調査の「上半期」

と景況調査の「今期」、及び本調査の「下半期」と景況調査の「来期」との比較を行っ

た。（景況調査結果は「県下」と表している） 

（４）調査方法 

   経営指導員の訪問による調査 
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柳津町における事業後継者等に関する現状 

 

１ 後継者の状況 

全国の小規模法人及び個人事業者を対象とした調査（中小企業庁委託「企業経営の継続

に関するアンケート調査」（２０１６年１１月、（株）東京商工リサーチ））によると、廃業の意

向を示している企業は１７.３％、未定３２.４％、廃業意向なし５０.４％となっている。 

柳津町においても、廃業予定は１６.７％と、全国とほほ同じ割合である。また、後継者が

決定している割合は２６.６％で、このうち後継者は「事業専従者又は法人代表者の親族で事

業に従事している者」としている割合が９３.８％を占める。また、後継者が事業を引き継い

だ場合などに事業転換や新事業・新分野に進出（第二創業）することを考えている割合は、

１８.２％となっている。 

 

２ インターネットを使った商取引 

  現在、インターネットを使った商取引を行っている（１８.３％）、あるいは今後、行い

たい（１６.７％）と回答した企業の合計は、３５.０％であった。業種別では、流通販売業

（合計で６３.２％）で高くなっている。 

また、現在、インターネット販売を行っている企業のうち、問題を抱えている企業の

割合は５４.５％と半数を超えている。内容は、 

①売り上げが伸びない。 

②維持管理費、ランニングコスト、運用料が高い。 

③情報更新に手間と労力がかかる。 

 等といった、費用に見合った売り上げを如何に確保するかが問題となっている。 

 

３ 展示会、見本市への出展 

  現在、展示会、見本市へ出店している企業の割合は１５.０％で、今後、出展希望がある

企業の割合は１１.７％であった。業種別にみると、流通販売業の３６.８％が出展しており、

今後出店したいと考える企業も１０.６％と、他の業種に比べ高くなっている。 

 

 

県下及び柳津町の産業の傾向 

 

県下の今期の「業況ＤＩ値は大幅な改善、来期も回復の見通し」としているが、柳津町の

上半期の売上（加工）額、採算（経常利益）、資金繰り、業況（自社）の各ＤＩ値は県下を全

て上回っている。特に、県下のＤＩ値はこの四項目全てでマイナスであるが、柳津町では全

ての項目でプラスとなっている。 

柳津町の上半期長期借入金難易度（ＤＩ値３６.４）及び短期借入金難易度（ＤＩ値３１.０）か
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ら長期、短期とも融資に対するハードルは高くなく、借入金利ＤＩ値も▲２６.７と低く（借入

金利低下傾向）なっており、緩和傾向がみられる。 

また、柳津町の下半期のＤＩ値の見通しは、さらに好転を予想しているが、県下の来期業

況ＤＩ値は▲２５.４で０.４ポイント改善見込みといいつつも、ほほ横ばい予想で、景況感には

際立った差がみられ、全般に柳津町の好調さが際立つ結果となった。 

※ＤＩ値（景気動向指数）：各調査項目について、増加（好転）企業割合から減少（悪化）

企業割合を差し引いた値 

 

１ 上半期（今期）の概要 

（１）売上（加工）額 

県下のＤＩ値は、前期（平成２９年１月～３月）比１８.７ポイントと大幅に改善しものの、

▲２２.１とマイナス傾向が続いている。これに対して柳津町は前年同期より売上増加傾

向がみられ、ＤＩ値は１３.３となった。 

また、柳津町では全ての業種のＤＩ値がプラス（県下は全ての業種でマイナス）で、

幅広い業種で売上増加傾向を示している。 

（２）採算（経常利益） 

   県下のＤＩ値は▲２７.８で前期に比べ９.３ポイント改善した。一方、柳津町のＤＩ値は

１３.３と高く、県下とは開きが大きい。 

   また、県下では全ての業種のＤＩ値がマイナスであるが、柳津町では全ての業種でプ

ラスとなっている。 

（３）資金繰り 

   柳津町のＤＩ値は６.７で、県下の▲１７.５（前期に比べ２.９ポイント改善）を上回り、資

金繰りでも好転傾向が著しい。 

   また、柳津町は全ての業種でＤＩ値がプラスとなっているのに対し、県下のＤＩ値は

全ての業種でマイナスとなっている。 

（４）業況（自社） 

   柳津町のＤＩ値は１３.３となっている。県下のＤＩ値は前期に比べ１２.１ポイント改善

したが、▲２５.８とマイナス傾向が続いており、柳津町の好調さが窺われる。 

   また、柳津町のＤＩ値はサービス業（▲１５.４）を除いたすべての業種でプラスとなっ

ている。 

（５）設備投資 

   調査対象企業に占める設備投資を行った企業の割合は２５.０％で、設備投資を行った

企業に占める投資内容の割合は、「企業の生産・販売設備」、「車両・運搬具」、「付帯施

設」がそれぞれ２６.７％と最も高い。これに、「工場・店舗」の２０.０％、「ＯＡ機器」及び

「その他」が１３.３％と続いている。 

   また、県下の今期新規設備投資は１３.７％で、設備投資意欲の低調さが継続している。 

   柳津町は６か月間、県下は３か月間の集計であり、直接比較することは困難であるが、

設備投資に関しては、柳津町も県下と同じような傾向にあるといえる。 



4 

 

（６）経営上の問題点 

柳津町で全ての業種に共通する問題点のうち、最も高かったのは「人材確保難（従業

員の確保難と熟練技術者の確保難を合わせた値）」で２０.０％を占めている。また、「需要

の停滞」を上げる企業も１５.０％あり、景気拡大及び人口減による人手不足や消費者の節

約志向に伴う需要の伸び悩みを反映した結果となっている。 

県下の状況は、製造業では「生産設備の不足・老朽化」が１８.４％でトップであった。

小売業は「購買力の他地域への流出」、「大型店・中型店の進出による競争の激化」の２

項目で５３.９％を占めており、大型店対地元商店という競争の構図が今だ、継続している。

また、サービス業では「需要の停滞」が１９.３％、「店舗の狭隘・老朽化」が１５.７％、「利

用者ニーズの変化」が１４.５％と続いている。 

 

２ 下半期（来期）の見通し 

（１）ＤＩ値 

   県下の来期の業況（自社）ＤＩ値は、▲２５.４で０.４ポイント若干改善の見通しである。

業種別では、製造業が悪化する一方で、その他の業種は改善見通しである。 

   柳津町の下半期業況（自社）ＤＩ値は、８.４ポイント改善し、２１.７となっており、引

き続き好調を維持している。また、売上（加工）額ＤＩ値は１.６ポイント低下するもの

の、１１.７の見通しである。さらに、採算（経常利益）は、１５.０ポイントの大幅上昇で、

ＤＩ値２８.３に達している。 

（２）設備投資 

   県下の来期の設備投資は、若干増加見込みである。特に、製造業の設備投資意欲が高

い。 

   柳津町においては、上半期と同じ２５.０％が見込まれている。設備投資予定の企業に占

める投資内容の割合は、「ＯＡ機器」３３.３％、「工場・店舗」２６.７％、「生産販売設備」

２０.０％がこれに続き、上半期とは設備投資内容に変化がみられる。 

 

 

製 造 業 

 

 今期の県下の状況は「業況ＤＩ値が若干の改善」となり、前期に比べ７.０ポイント改善し、

▲１９.１であった。これに対し、柳津町の業況（自社）ＤＩ値は７.１で県下を上回っている。 

また、県下の売上（加工）額ＤＩ値は、前期に比べ７.０ポイント改善し、▲６.４であったが、

柳津町の上半期ＤＩ値は１４.３と県下より高くなっている。柳津町は、売上（加工）単価ＤＩ

値が▲７.１とやや低下しているが、売上（加工）数量の増加（ＤＩ値１４.３）が売上高の増加

に寄与した。 

 なお、柳津町の採算（経常利益）ＤＩ値は１４.３（県下▲１０.６、前期に比べ２２ポイントの大

幅改善）、資金繰りＤＩ値は７.１（同▲１３.０、前期に比べ０.４ポイント改善）となり、県下の
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状況に比べ柳津町の好調さが際立った。 

 柳津町の企業で、一番大きな経営上の問題点に「原材料価格の上昇」をあげた割合が２１.

４％と最も多かったが、上位３位までの問題点をみると、「従業員の確保難」４２.９％、「熟年

技術者の確保難」１４.３％の二項目のいわゆる「人手不足」をあげた企業が多い。 

 一方、県下で経営上の問題点のうち一番大きいものは「生産設備の不足・老朽化」をあげ

た企業が１８.４％とトップで、「従業員の確保難」、「製品（加工）単価の低下、上昇難」をあ

げた企業の１５.８％がこれに続いている。 

県下の来期の見通しは、業況（自社）ＤＩ値▲２４.５で５.４ポイントの悪化、売上（加工）

額ＤＩ値は▲２３.４と１７.０ポイント大幅悪化の見通しである。これに対し、柳津町の下半期

の業況（自社）ＤＩ値は上半期から３５.８ポイント大幅上昇し４２.９、売上（加工）額ＤＩ値は

上半期と変わらず、１４.３と県下の状況と比べ好調を維持している。 

 

 

流通販売業（「景況調査」小売業との比較） 

 

 柳津町の上半期業況ＤＩ値は３６.８、売上額ＤＩ値は２１.１、採算（経常利益）ＤＩ値２６.３

といずれもプラスである。客単価ＤＩ値は０.０であるが、客数ＤＩ値が１１.８であったため、

売上額ＤＩ値のプラスに寄与した。一方、今期の県下の小売業は、「業況ＤＩ値４期連続で

改善、来期悪化の見通し」とし、業況（自社）は前期比１５.３ポイント、売上額は１６.０ポイン

ト、採算（経常利益）は１６.４ポイントと大幅に改善している。しかし、ＤＩ値は、それぞれ

業況▲３５.４、売上額▲２８.８、採算▲３４.３と全ての項目がマイナスで、柳津町とは格差が大

きい。 

 経営上の問題点については、柳津町では１位にあげた割合が「消費者ニーズの変化への対

応」及び「従業員の確保難」それぞれ２１.１％と最も高くなっているが、県下では「購買力の

他地域への流出」（２７.７％）、次いで「大型店・中型店の進出による競争の激化」（２６.２％）

の順となっている。 

 県下の来期の見通しは、業況（自社）ＤＩ値▲３６.４、売上額ＤＩ値▲４７.７、採算（経常利

益）ＤＩ値▲３９.４と、全ての項目で悪化の見通しであるが、柳津町は、売上額の５.３ポイント

減と業況（自社）の１０.５ポイント減は悪化の見通しではあるものの、それぞれＤＩ値１５.８、

２６.３とプラスであり、採算（経常利益）は１５.８ポイント上昇しＤＩ値は４２.１となっている。 

 

 

飲 食 業 

 

利用客数ＤＩ値は▲７.１であるが、客単価ＤＩ値が１４.３となり、客数の落ち込みを単価で

カバーし、売上（収入）額ＤＩ値７.１に寄与した。また、仕入単価（材料等）ＤＩ値が５０.０とな
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り上昇傾向が顕著で、この結果、採算（経常利益）ＤＩ値７.１、業況（自社）ＤＩ値１４.３と、

他の業種に比べ低くなっている。 

経営上の問題点では、１位にあげた割合が「人件費以外の経費の増加」、「従業員の確保難」

及び「需要の停滞」それぞれ２１.４％と最も高く、「店舗施設の狭隘・老朽化」が１４.３％と続

いている。 

従業員（今期上半期の水準）ＤＩ値は▲１４.３で人手不足感がみられる。 

下半期の見通しは、売上（収入）額ＤＩ値、採算（経常利益）ＤＩ値は横ばい（各７.１）

であるが、業況（自社）ＤＩ値は７.１となり、７.２ポイントの下落予想である。 

 

 

サービス業 

 

客単価ＤＩ値、利用客数ＤＩ値とも１５.４で、売上（収入）額ＤＩ値７.７に繋がっている。

一方で、仕入単価（材料等）ＤＩ値は３８.５と、原価の上昇から、採算（経常利益）ＤＩ値は

０.０、業況（自社）ＤＩ値▲１５.４となり、業種の業況が唯一マイナスで、他の業種とは大き

く異なり、経営環境の厳しさが見受けられる。 

経営上の問題点では、１位にあげた割合が「新規参入業者の増加」が２３.１％と最も高く、

「材料仕入単価の上昇」、「需要の停滞」がそれぞれ１５.４％と続いている。 

下半期の見通しは、売上（収入）額ＤＩ値こそ７.７と横ばいであるが、採算ＤＩ値は２３.１

ポイント上昇の２３.１、業況ＤＩ値は２３.１ポイント上昇の７.７と、好転を予想している。 

 

 

飲食業及びサービス業（「景況調査」サービス業との比較） 

 

県下の今期のサービス業は「業況ＤＩ値４期振りに改善、来期も改善の見通し」として、

業況（自社）ＤＩ値は▲３１.１となり、前期に比べ１１.９ポイント改善した。売上（収入）額Ｄ

Ｉ値は▲３１.２（前期比１４.９ポイント改善）、資金繰りＤＩ値は▲２２.６（同６.７ポイント改善）、

採算（経常利益）ＤＩ値も▲３８.１（同２.２ポイント改善）であった。 

柳津町では上半期業況（自社）ＤＩ値は０.０、売上（収入）額ＤＩ値は７.４、資金繰りＤＩ

値は７.４、採算（経常利益）ＤＩ値は３.７で、全ての数値で県下を上回り、ほとんどの数値が

プラスを示しているが、上半期の水準は、業況（自社）ＤＩ値は▲１１.１で、厳しい環境であ

る。 

県下の経営上の問題点は、「需要の停滞」（１９.３％）、「店舗施設の狭隘・老朽化」（１５.７％）、

「利用者ニーズの変化」（１４.５％）と続き、前期同様この３項目が上位となった。 

柳津町の経営上の問題点は、１位にあげた割合が「需要の停滞」１８.５％と県下と同様で最

も多いが、次いで「新規参入業者の増加」及び「従業員の確保難」の１４.８％となっており、
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サービス業でも、人手不足を感じている企業の割合が高い。 

県下の来期の見通しは、業況（自社）ＤＩ値が▲２９.０（今期より２.１ポイント改善）、売上

（収入）額ＤＩ値は▲２６.８（同４.４ポイント改善）、資金繰りＤＩ値は▲１６.１（同６.５ポイン

ト改善）、採算（自社）ＤＩ値は▲２６.４（同１１.７ポイント改善）と改善傾向を示しているが、

まだまだ厳しさが継続することを予想している。 

一方、柳津町の下半期の見通しは、業況（自社）ＤＩ値が７.４（上半期より７.４ポイント改

善）、売上（収入）額ＤＩ値は７.４（上半期と同じ）、資金繰りＤＩ値は７.４（上半期と同じ）、

採算（経常利益）ＤＩ値は１４.８（上半期より１１.１ポイント改善）といずれも県下を上回り、

プラスを維持している。 


